
















In recent years Vygotskian theory on the d日velopment of thinking and speech have been attracting attention of 
second language researchers and teach邑rs. Howev巴r， nobody has ever theorized second language acquisition or 
development in the spirit of Vygotskian theory. In this pap巴r 1 first paves the ground by summarizing Vygotsky's 
theory on the development of verbal thinking and also his discussions on foreign language 1巴arning/acquisition. 








報告されている (Scarcella and Oxford, 1992; Richardｭ
Amato, 1996; van Lier, 1996; Lantolf and Appel (eds.), 
















































































u思考と言語j 、 p.170) であり、「すでに脈絡のある思
考であり、同時に客観的な思考J (r.思考と言語j 、 p.171)
である。しかし、「このような複合となるのは何よりも
まずおたがいの事実上の近似に基礎をおく等物のグルー
























































































































































































































































































































向じ01から 11 までの 11 ターンのやり取りで、 Cは 6 つ
の命題を、 Sは 9 つの命題を提示している。自身による
繰り返しゃ拡張を徐いた、それらの命題を構成する全文




ポーズを見てみると、 Cでは 12 カ所で、 Sでは 19カ所で
それらが観察される。呈示された命題の全文節数の中で


















01 S: (Iー)アーン、ワタシワ、 (Bulgαηαn --) 
アア、ブルガリアノ、 (cold soup ---)ア
ア、ツメタイスープ、 ((1) cooked ---)ア
ア、アア、ツクリマシタ?
02 T: フン。
03 S: (HoωeveηIωαs surprised ---)アア、
デモ、ワタシワ、ピックリシマシタ一、アー、
ケド、 (soup ---)ア一、スープ、(1t didn't 
tu門l out to be soup. But it turned out 
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